
●
は
じ
め
に

　

近
年
、
括
弧
つ
き
な
が
ら
も
「
民
政

移
管
」
を
実
現
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、

海
外
か
ら
の
投
資
先
と
し
て
大
き
な
注

目
を
集
め
て
い
る
。
言
論
の
自
由
に
関

す
る
状
況
も
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、

ア
ウ
ン
サ
ン
父
子
に
関
す
る
本
も
書
店

に
並
び
始
め
た
。
筆
者
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

を
初
め
て
訪
れ
た
二
〇
年
以
上
前
か

ら
、
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
に
関
す
る

書
籍
の
出
版
は
困
難
だ
っ
た
し
、
彼
女

の
名
前
を
人
前
で
語
る
こ
と
さ
え
禁
じ

ら
れ
て
い
た
の
と
比
較
す
る
と
、
驚
く

べ
き
変
化
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ブ
ー
ム
に

は
遥
か
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
ウ
ー
・

ヌ
（
一
九
〇
七
〜
九
五
年
）
が
執
筆
し

た
随
筆
や
小
説
の
新
刊
書
も
書
店
に
は

並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
た
だ
し
著

者
紹
介
の
年
表
を
み
る
と
、
首
相
の
座

を
追
わ
れ
た
一
九
六
一
年
か
ら
死
去
の

九
五
年
ま
で
の
記
事
は
ま
っ
た
く
の
空

白
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
古
書
店
に

あ
た
る
と
、
ウ
ー
・
ヌ
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
、
初
代
首
相
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
一
九
三
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
初
頭

に
か
け
て
の
書
物
は
多
い
が
、
特
に
亡

命
時
代（
一
九
六
九
〜
八
〇
年
）を
扱
っ

た
書
籍
は
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
。

　

次
に
、
英
語
文
献
に
つ
い
て
み
て
み

よ
う
。
ウ
ー
・
ヌ
に
関
す
る
先
行
研
究

と
し
て
は
、
バ
ト
ウ
ェ
ル
に
よ
る
評
伝

が
も
っ
と
も
代
表
的
で
あ
り
、
誕
生
か

ら
一
九
六
九
年
の
亡
命
初
期
ま
で
を
描

い
て
い
る（
参
考
文
献
③
）。ま
た
ウ
ー
・

ヌ
に
よ
る
ビ
ル
マ
語
自
伝
の
英
訳
版

は
、
一
九
六
二
年
に
政
権
を
追
わ
れ
る

ま
で
を
詳
述
し
て
い
る
（
参
考
文
献

⑦
）。
こ
れ
を
み
て
も
、
華
や
か
な
前

半
生
が
描
か
れ
る
の
み
で
、
亡
命
（
ビ

ル
マ
語
でn

ain
n
gan
yei h

koh
lon

「
政
治
的
に
身
を
寄
せ
る
、
避
難
す
る
」

の
意
）
に
関
す
る
記
述
は
ま
っ
た
く
な

い
。

　

で
は
な
ぜ
、
本
稿
で
ウ
ー
・
ヌ
を
取

り
上
げ
る
の
か
。
消
極
的
な
理
由
と
し

て
は
、
独
立
後
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け

る
大
統
領
・
首
相
の
な
か
で
亡
命
経
験

が
あ
る
の
は
ウ
ー
・
ヌ
の
み
だ
か
ら
で

あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
特
殊
な
事

例
だ
が
、
ウ
ー
・
ヌ
は
初
代
首
相
を
務

め
た
ば
か
り
で
な
く
、
五
五
年
の
バ
ン

ド
ン
会
議
で
も
活
躍
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

を
代
表
す
る
政
治
家
の
一
人
で
あ
る
。

そ
の
亡
命
の
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
政
変
と
そ
の
後
の
政
治
権
力

の
移
行
過
程
に
関
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
的

な
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
稿
の

目
的
で
あ
る
。

　

し
か
し
亡
命
時
代
に
関
す
る
記
述

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
現
代
史
や
政
治
研
究

者
の
資
料
に
断
片
的
に
見
ら
れ
る
の
み

で
あ
る
（
参
考
文
献
①
・
②
・
③
・
④
・

⑤
・
⑥
・
⑧
・
⑨
）。
資
料
的
制
約
も

あ
り
、
実
証
的
な
研
究
は
今
後
を
俟
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ

の
た
め
の
問
題
点
の
整
理
を
行
っ
て
お

き
た
い
。

● 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の

ウ
ー
・
ヌ

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
ウ
ー
・
ヌ
の
首

相
時
代
ま
で
の
活
動
に
関
し
て
は
、
記

録
も
多
く
、
本
稿
で
あ
え
て
詳
述
す
る

ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
必

要
最
小
限
の
経
歴
の
み
述
べ
て
お
く
。

な
お
、
ウ
ー
・
ヌ
の
「
ウ
ー
」
と
は
年

長
者
の
名
前
に
つ
け
る
冠
称
で
あ
る
た

め
、
青
年
時
代
に
関
し
て
は
「
ヌ
」
と

記
述
し
、首
相
就
任
以
降
を「
ウ
ー
・
ヌ
」

と
す
る
。

　

ヌ
は
一
九
〇
七
年
、
エ
ー
ヤ
ー
ワ

デ
ィ
ー
管
区
ワ
ー
ケ
ー
マ
に
生
ま
れ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
最
大
民
族
ビ
ル
マ
族
で

あ
る
。
父
は
商
人
で
、
反
英
植
民
地
運

動
に
も
参
加
し
た
経
験
が
あ
る
。
二
五

年
に
、
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
に
入
学
。
留
学

経
験
は
な
か
っ
た
が
、
在
学
中
に
習
得

し
た
英
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
。
二
九
年

に
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
文
学
部
を
卒
業
し
、

高
校
教
師
と
な
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

反
英
植
民
地
闘
争
が
盛
り
あ
が
り
を
見

せ
て
い
た
た
め
、
ヌ
も
三
一
年
に
全
ビ

ル
マ
青
年
同
盟
に
加
入
し
、反
英
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し

た
。
一
方
で
高
校
の
教
育
委
員
会
の
娘

ミ
ャ
イ
ー
と
結
婚
し
、
後
に
二
男
三
女

特 集

小
島
敬
裕

ミ
ャ
ン
マ
ー
初
代
首
相

ミ
ャ
ン
マ
ー
初
代
首
相

ウ
ー・ヌ
の
亡
命

ウ
ー・ヌ
の
亡
命

亡命する
政治指導者たち
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を
も
う
け
て
い
る
。
三
四
年
に
高
校
教

師
を
辞
職
し
、
一
時
的
に
新
聞
記
者
と

な
っ
た
後
、
ヌ
は
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
法
学

部
に
再
入
学
す
る
。
三
五
年
に
は
ヤ
ン

ゴ
ン
大
学
学
生
連
盟
の
委
員
長
に
就
任

し
、
翌
三
六
年
に
は
ア
ウ
ン
サ
ン
ら
と

と
も
に
学
生
ス
ト
ラ
イ
キ
を
指
導
、
政

治
運
動
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
た
め
四

〇
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
庁
に

よ
っ
て
逮
捕
投
獄
さ
れ
る
が
、
四
二
年

に
日
本
軍
が
進
駐
し
た
た
め
、
出
獄
し

て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
四
三
年
に
名
目
上
の

「
独
立
」
を
果
た
し
、
バ
モ
ー
内
閣
が

成
立
す
る
。
ヌ
は
そ
の
外
相
、
翌
四
四

年
に
は
情
報
相
を
務
め
て
い
る
。
し
か

し
日
本
軍
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
駐
留
し
続

け
た
た
め
、
四
四
年
に
抗
日
組
織
、
反

フ
ァ
シ
ス
ト
人
民
自
由
連
盟
（A

n
ti-

F
a
s
c
is
t P
e
o
p
le

’s
 F
re
e
d
o
m
 

L
eagu

e

：
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｌ
）が
組
織
さ
れ
、

ヌ
は
副
総
裁
に
就
任
す
る
。
翌
四
五
年

に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｌ
は
抗
日
蜂
起
し
、
連
合

軍
と
協
力
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
奪
還
す

る
。
ア
ウ
ン
サ
ン
を
総
裁
と
す
る
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｆ
Ｌ
は
、
次
に
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
渉

に
よ
っ
て
独
立
を
達
成
し
よ
う
と
す

る
。
だ
が
憲
法
草
案
の
作
成
も
進
み
、

そ
の
可
決
を
目
前
に
し
て
い
た
四
七
年

に
、
ア
ウ
ン
サ
ン
は
暗
殺
さ
れ
て
し
ま

う
。
暗
殺
を
逃
れ
た
ヌ
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｌ

副
総
裁
か
ら
総
裁
に
昇
格
し
、
ロ
ン
ド

ン
を
訪
れ
て
イ
ギ
リ
ス
と
の
主
権
移
譲

に
関
す
る
ヌ
＝
ア
ト
リ
ー
協
定
に
調
印

し
た
。

●
首
相
時
代

　

四
八
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
独
立
を
達

成
し
、
ウ
ー
・
ヌ
が
初
代
首
相
に
就
任

す
る
。
政
治
体
制
と
し
て
は
議
会
制
民

主
主
義
を
採
用
し
た
。
し
か
し
ウ
ー
・

ヌ
政
権
は
少
数
民
族
や
共
産
党
軍
の
反

乱
活
動
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
五
八
年
に
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｌ
の
内
部

分
裂
（
清
廉
派
vs.
安
定
派
）
に
よ
り
政

務
遂
行
を
断
念
し
、
首
相
を
辞
任
。
国

軍
の
ネ
ー
ウ
ィ
ン
に
選
挙
管
理
内
閣
を

委
任
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
首
相
在
任
中
は
政
治
的

混
乱
が
続
い
た
が
、
第
六
回
仏
典
結
集

（
一
九
五
四
〜
五
六
年
）
を
主
催
す
る

な
ど
熱
心
な
上
座
仏
教
徒
と
し
て
知
ら

れ
た
ウ
ー
・
ヌ
は
、
全
人
口
の
約
九
割

を
占
め
る
仏
教
徒
か
ら
の
人
気
が
高

か
っ
た
。
六
〇
年
の
総
選
挙
で
は
、

ウ
ー
・
ヌ
を
党
首
と
す
る
連
邦
党
（
清

廉
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｌ
か
ら
改
称
）が
圧
勝
し
、

首
相
に
復
帰
す
る
。
国
軍
に
よ
る
統
治

を
批
判
し
、
仏
教
国
教
化
を
公
約
と
し

て
掲
げ
た
こ
と
が
勝
因
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
。
実
際
、
六
一
年
に
は
憲
法
を

改
正
し
、
仏
教
を
国
教
化
す
る
が
、
非

仏
教
徒
の
反
発
に
よ
っ
て
憲
法
を
再
改

正
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
ま
た
少
数

民
族
の
自
治
権
要
求
の
拡
大
や
連
邦
党

の
分
裂
に
よ
っ
て
国
家
は
崩
壊
の
危
機

に
直
面
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
国
軍
は

「
国
内
和
平
の
達
成
と
諸
民
族
の
統
合
」

を
理
由
と
し
て
六
二
年
に
ク
ー
デ
タ
ー

を
決
行
、
ネ
ー
ウ
ィ
ン
を
議
長
と
す
る

革
命
評
議
会
が
全
権
を
掌
握
し
た
。
憲

法
は
停
止
、
ウ
ー
・
ヌ
も
身
柄
を
拘
束

さ
れ
た
。

●
亡
命
時
代

　

ウ
ー
・
ヌ
が
解
放
さ
れ
る
の
は
、
四

年
後
の
六
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
六
八
年
に
は
元
政
治
家
三
三
名
か
ら

な
る
国
内
統
合
顧
問
団
の
一
員
と
し
て

招
集
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ー
ウ
ィ
ン
が
顧

問
団
を
組
織
し
た
目
的
は
、
国
内
統
合

や
新
憲
法
に
関
す
る
助
言
を
受
け
る
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
の
文
民
政
治

家
た
ち
を
憲
法
制
定
後
の
体
制
に
取
り

込
む
こ
と
を
考
え
て
い
た
可
能
性
も
あ

る
と
い
う
（
参
考
文
献
⑩
）。

　

翌
六
九
年
に
顧
問
団
は
、
議
論
の
結

果
を
ネ
ー
ウ
ィ
ン
に
レ
ポ
ー
ト
と
し
て

提
出
し
た
。
そ
の
な
か
で
ウ
ー
・
ヌ
は

た
だ
一
人
「
暫
定
報
告
書
」
を
提
出
し
、

ま
ず
ク
ー
デ
タ
ー
時
の
首
相
で
あ
っ
た

自
ら
に
政
権
を
返
還
す
る
よ
う
要
求
し

て
い
る
。そ
の
う
え
で
議
会
を
招
集
し
、

ネ
ー
ウ
ィ
ン
を
大
統
領
と
し
て
選
出
す

れ
ば
、
革
命
評
議
会
に
よ
る
政
権
の
奪

取
も
合
法
化
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
そ

し
て
大
統
領
が
憲
法
起
草
の
た
め
の
国

民
会
議
を
招
集
す
る
よ
う
提
案
し
て
い

る
。

　

そ
の
「
暫
定
報
告
書
」
提
出
直
後
に
、

ウ
ー
・
ヌ
は
病
気
治
療
と
仏
教
聖
地
巡

礼
を
理
由
に
イ
ン
ド
へ
出
国
し
た
。

ウ
ー
・
ヌ
は
イ
ン
ド
で
一
時
出
家
し
、

政
治
に
は
か
か
わ
ら
な
い
旨
を
表
明
し

て
い
る
。し
か
し
出
国
の
真
の
目
的
は
、

「
暫
定
報
告
書
」
に
よ
っ
て
ネ
ー
ウ
ィ

ン
の
軍
事
独
裁
に
対
し
明
確
に
反
対
す

る
立
場
を
示
し
た
ウ
ー
・
ヌ
が
、
国
内

よ
り
安
全
な
場
所
か
ら
反
撃
を
開
始
す

る
た
め
だ
っ
た
（
参
考
文
献
③
）。

　

イ
ン
ド
へ
の
短
期
間
の
滞
在
の
後
、

ウ
ー
・
ヌ
は
妻
子
を
と
も
な
っ
て
タ
イ

の
バ
ン
コ
ク
へ
移
住
す
る
。
バ
ン
コ
ク

に
は
反
ネ
ー
ウ
ィ
ン
を
掲
げ
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
亡
命
者
の
国
外
最
大
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
（
参

考
文
献
③
）。
そ
し
て
亡
命
し
て
い
た

ビ
ル
マ
族
お
よ
び
カ
レ
ン
族
を
糾
合

し
、
議
会
民
主
主
義
党
を
結
成
し
た
。

　

タ
イ
へ
移
っ
て
ま
も
な
く
、
ウ
ー
・

ヌ
は
ロ
ン
ド
ン
へ
渡
航
す
る
。
独
立
交

渉
以
来
、二
二
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
で
ウ
ー
・
ヌ
は
、「
合
法
的

な
首
相
」
と
し
て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
民
主

ミャンマー初代首相 ウー・ヌの亡命  
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主
義
的
政
治
体
制
を
復
活
さ
せ
る
た

め
、
ネ
ー
ウ
ィ
ン
に
政
権
を
戻
す
よ
う

要
求
す
る
声
明
を
出
し
て
い
る
。
国
際

社
会
に
訴
え
、
ネ
ー
ウ
ィ
ン
が
権
力
を

平
和
的
に
移
譲
す
る
可
能
性
を
探
っ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
ネ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
国
内

統
合
顧
問
団
に
提
出
し
た
ウ
ー
・
ヌ
の

案
に
反
対
す
る
立
場
を
明
確
に
示
し
、

自
身
が
権
力
を
握
り
続
け
る
の
は
、
権

力
欲
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
労
働

者
と
農
民
の
福
利
を
は
か
る
た
め
で
あ

り
、
ウ
ー
・
ヌ
の
要
求
は
車
輪
の
回
転

を
逆
転
さ
せ
る
も
の
だ
、
と
反
論
し
た

（W
orkin

g P
eop
le ’s D

aily 9
 N
o
-

vem
b
er 1

9
6
9

）。

　

ネ
ー
ウ
ィ
ン
に
提
案
を
拒
絶
さ
れ
た

ウ
ー
・
ヌ
は
、
武
力
闘
争
を
目
指
す
こ

と
を
ロ
ン
ド
ン
で
表
明
す
る
。
さ
ら
に

米
国
へ
移
動
し
、
軍
事
政
権
へ
の
反
対

と
民
主
主
義
の
回
復
を
訴
え
た
後
、
日

本
、香
港
経
由
で
タ
イ
に
戻
っ
て
い
る
。

ウ
ー
・
ヌ
の
計
画
は
、
タ
イ
を
拠
点
と

し
、
さ
ら
に
欧
米
諸
国
の
支
援
を
得
て

ミ
ャ
ン
マ
ー
内
部
で
反
乱
を
起
こ
す
こ

と
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献
⑥
）。

　

翌
七
〇
年
に
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
発

行
さ
れ
て
い
た
英
字
紙T

h
e N
ation

の
元
編
集
者E

d
w
ard
 L
aw
 Y
o
n
e

ら

の
協
力
に
よ
り
、
チ
ン
族
、
カ
レ
ン
族
、

シ
ャ
ン
族
お
よ
び
モ
ン
族
反
乱
軍
の
分

派
と
連
携
し
て
民
族
統
一
解
放
戦
線
が

結
成
さ
れ
、
ウ
ー
・
ヌ
は
そ
の
議
長
に

就
任
す
る
（
参
考
文
献
④
）。
し
か
し

武
装
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
実
効
力
を
持
た

ず
、
ヤ
ン
ゴ
ン
上
空
か
ら
航
空
機
に
よ

る
反
乱
の
呼
び
か
け
の
ビ
ラ
撒
き
に
対

し
て
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
か
ら
の

反
応
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
い
う

（
参
考
文
献
⑥
）。

　

七
二
年
に
は
少
数
民
族
と
の
意
見
対

立
の
た
め
、
議
会
民
主
主
義
党
お
よ
び

民
族
統
一
解
放
戦
線
議
長
の
職
を
辞
任

す
る
（
参
考
文
献
⑨
）。
翌
七
三
年
に

ネ
ー
ウ
ィ
ン
が
タ
イ
を
訪
問
し
た
後
、

タ
イ
政
府
は
ネ
ー
ウ
ィ
ン
の
要
求
に
従

い
、
ウ
ー
・
ヌ
に
対
し
て
国
外
退
去
を

求
め
た
（
参
考
文
献
④
）。
や
む
な
く

ウ
ー
・
ヌ
は
七
四
年
ま
で
米
国
に
亡
命

す
る
。
さ
ら
に
八
〇
年
ま
で
は
イ
ン
ド

に
亡
命
し
、
瞑
想
三
昧
の
生
活
を
送
っ

た
（
参
考
文
献
②
、
⑨
）。
ウ
ー
・
ヌ

が
帰
国
し
た
の
は
、
初
め
て
国
内
の
全

僧
侶
の
組
織
化
に
成
功
し
た
八
〇
年
の

全
宗
派
合
同
サ
ン
ガ
大
会
議
後
の
恩
赦

に
よ
っ
て
で
あ
る
。

●
帰
国
後
の
ウ
ー
・
ヌ
と

　

八
八
年
民
主
化
運
動

　

帰
国
後
は
し
ば
ら
く
政
治
活
動
か
ら

離
れ
、
仏
教
に
没
頭
し
て
い
た
ウ
ー
・

ヌ
が
再
び
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
す
る

の
は
、
八
八
年
民
主
化
運
動
の
際
で
あ

る
。
ウ
ー
・
ヌ
は
当
時
す
で
に
八
一
歳

と
な
っ
て
い
た
が
、
運
動
が
発
生
し
た

直
後
に
民
主
平
和
党
を
結
成
す
る
。
そ

し
て
国
内
外
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
大

使
館
員
を
集
め
、
旧
政
権
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
と
す
る
暫
定
政
権
の
樹
立
を
宣

言
す
る
。
ウ
ー
・
ヌ
の
主
張
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
唯
一
の
合
法
的
な
憲
法
は
、

ネ
ー
ウ
ィ
ン
政
権
が
一
九
七
四
年
に
制

定
し
た
憲
法
で
は
な
く
一
九
四
七
年
憲

法
で
あ
り
、
自
ら
こ
そ
が
憲
法
に
基
づ

く
合
法
的
な
首
相
だ
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
八
八
年
に
政
権
を

握
っ
た
国
家
法
秩
序
回
復
評
議
会
は
、

暫
定
政
権
の
廃
止
を
要
求
し
た
が
、

ウ
ー
・
ヌ
は
受
け
容
れ
な
か
っ
た
た
め
、

翌
八
九
年
に
彼
を
自
宅
軟
禁
下
に
お

く
。
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
も
ほ
ぼ
同

時
期
に
自
宅
軟
禁
さ
れ
る
状
況
下
で
行

わ
れ
た
九
〇
年
の
選
挙
で
は
、
国
民
民

主
連
盟
が
圧
勝
す
る
一
方
で
、
ウ
ー
・

ヌ
の
民
主
平
和
党
は
議
席
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
民
主
化
運
動
の
中
心
と
な
っ

た
若
年
層
に
と
っ
て
、
ウ
ー
・
ヌ
は
も

は
や
過
去
の
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

九
二
年
に
ウ
ー
・
ヌ
は
自
宅
軟
禁
を

解
か
れ
、
九
五
年
に
ヤ
ン
ゴ
ン
で
死
去

し
た
。
享
年
八
七
歳
で
あ
っ
た
。

●
ウ
ー
・
ヌ
の
事
例
に
み
る

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
政
変
パ
タ
ー
ン

　

以
上
の
事
例
か
ら
、「
亡
命
の
政
治

学
」
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い

え
る
の
か
、以
下
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
興
味
深
い
の
は
、
再
三
の
拘
束

や
自
宅
軟
禁
、
海
外
へ
の
亡
命
を
経
験

し
な
が
ら
も
、
一
定
期
間
を
経
た
後
に

は
政
治
的
復
権
を
狙
っ
た
ウ
ー
・
ヌ
の

姿
勢
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
行

動
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
政
権
を
奪

取
し
た
ネ
ー
ウ
ィ
ン
が
ウ
ー
・
ヌ
の
息

の
根
を
完
全
に
は
止
め
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
政
権
交
代
の
手

続
き
上
の
原
則
か
ら
言
え
ば
、「
ク
ー

デ
タ
ー
に
よ
っ
て
政
権
を
強
奪
し
た

ネ
ー
ウ
ィ
ン
は
誤
っ
て
い
る
」
と
す
る

ウ
ー
・
ヌ
の
主
張
に
は
反
論
し
よ
う
が

な
く
、
自
ら
の
支
配
の
正
統
性
を
失
う

可
能
性
を
恐
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
ネ
ー
ウ
ィ
ン
は
ウ
ー
・
ヌ
を
監

禁
し
た
後
、
国
内
統
合
顧
問
団
と
し
て

政
権
へ
の
取
り
込
み
を
狙
っ
た
ば
か
り

で
な
く
、
亡
命
し
て
自
ら
に
武
装
闘
争

を
挑
ん
だ
ウ
ー
・
ヌ
に
恩
赦
ま
で
施
し
、

帰
国
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
挙
句
、
八

八
年
に
は
再
び
ウ
ー
・
ヌ
が
軍
事
政
権

に
反
旗
を
翻
す
事
態
を
招
い
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
結
果
か
ら
考
え
れ
ば
、

や
は
り
政
敵
の
息
の
根
は
止
め
て
お
く

べ
き
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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自
宅
軟
禁
や
拘
束
期
間
を
経
た
後
に
釈

放
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
ア
ウ
ン
サ
ン

ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
軍
事
政
権
の
行
動

パ
タ
ー
ン
と
類
似
す
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
は
九
〇
年

の
総
選
挙
に
よ
っ
て
圧
勝
し
た
「
合
法

的
な
」
政
治
指
導
者
で
あ
る
。
し
か
し

軍
事
政
権
は
選
挙
結
果
を
認
め
ず
、
自

宅
軟
禁
し
て
は
一
定
期
間
後
に
釈
放
、

彼
女
が
政
治
活
動
を
行
う
と
再
び
自
宅

軟
禁
す
る
と
い
う
行
動
を
繰
り
返
し
て

き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
ウ
ン
サ
ン

ス
ー
チ
ー
が
暗
殺
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
近
年
の
「
民
主
化
」
へ
の
動

き
の
中
で
、
二
〇
一
二
年
に
は
選
挙
で

当
選
し
、国
会
議
員
に
就
任
し
て
い
る
。

　

両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
軍
が
政
権

を
強
奪
し
た
後
に
、
自
ら
の
権
力
が
再

び
覆
さ
れ
る
潜
在
的
危
険
性
が
あ
り
な

が
ら
も
、
政
敵
の
息
の
根
を
止
め
な

か
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
し
て
拘
束
や
亡

命
な
ど
に
よ
る
一
定
の
冷
却
期
間
を
お

い
た
後
、再
び
行
動
の
自
由
を
認
め
る
。

こ
れ
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
特
徴
的
な
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。

●
今
後
の
課
題

　

以
上
に
指
摘
し
た
点
の
他
に
も
、

ウ
ー
・
ヌ
の
亡
命
の
事
例
は
、
他
国
の

事
例
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら

に
興
味
深
い
論
点
を
発
見
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
資
料
上
の
制
約
も

あ
り
、
本
稿
で
は
明
ら
か
に
で
き
な

か
っ
た
問
題
も
多
い
。
こ
こ
で
は
残
る

い
く
つ
か
の
疑
問
点
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

　

ま
ず
一
九
六
九
年
当
時
、
ウ
ー
・
ヌ

が
亡
命
し
、
反
ネ
ー
ウ
ィ
ン
武
力
闘
争

の
拠
点
と
す
る
こ
と
を
タ
イ
政
府
が
な

ぜ
認
め
た
の
か
、と
い
う
問
題
で
あ
る
。

ウ
ー
・
ヌ
の
滞
在
を
認
め
る
こ
と
は
、

ネ
ー
ウ
ィ
ン
政
権
と
の
間
に
軋
轢
を
起

こ
す
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
解
く

鍵
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
米
国
と

の
関
係
で
あ
る
。
実
際
、
ネ
ー
ウ
ィ
ン

政
権
は
、
米
国
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
ウ
ー
・
ヌ
を

支
援
し
て
い
る
と
の
疑
惑
を
抱
い
て
い

た
（
参
考
文
献
⑨
）。
ま
た
七
三
年
に

ウ
ー
・
ヌ
が
タ
イ
か
ら
国
外
退
去
を
命

じ
ら
れ
た
際
の
、
最
初
の
移
住
先
は
な

ぜ
か
米
国
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か

ら
判
断
す
る
と
、
米
国
と
タ
イ
政
府
と

の
関
係
に
よ
っ
て
滞
在
が
認
め
ら
れ
て

い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後

の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
ウ
ー
・
ヌ
は
米
国
の
後
、
イ
ン

ド
に
亡
命
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
政
府

は
な
ぜ
そ
れ
を
認
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

ウ
ー
・
ヌ
は
首
相
在
任
中
か
ら
頻
繁
に

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
を
巡
礼
し
、
ネ
ル
ー
首
相

に
仏
教
を
教
え
る
な
ど
関
係
が
深
か
っ

た
。
イ
ン
ド
亡
命
当
時
の
首
相
は
ネ

ル
ー
の
娘
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー

で
あ
り
、
そ
の
つ
な
が
り
が
継
続
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。ま
た
当
時
の
ウ
ー
・

ヌ
は
も
は
や
政
権
を
脅
か
す
存
在
と
み

な
さ
れ
ず
、
ネ
ー
ウ
ィ
ン
も
黙
認
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
、
ウ
ー
・
ヌ
は
な
ぜ
復
権
を

果
た
せ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
ウ
ー
・
ヌ
の
正
当
性
の
根
拠
は
、

議
会
制
民
主
主
義
を
掲
げ
、
選
挙
で
勝

利
を
重
ね
た
こ
と
に
よ
る
。
少
な
く
と

も
仏
教
徒
か
ら
の
国
民
的
人
気
は
高

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、

タ
イ
へ
の
亡
命
後
、
ネ
ー
ウ
ィ
ン
政
権

打
倒
の
呼
び
か
け
に
国
民
は
応
じ
ず
、

九
〇
年
総
選
挙
の
際
に
も
議
席
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
。
表
現
の
自
由
が
認
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
現
在
で
も
、
ア
ウ
ン
サ
ン
父

子
の
ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
が
巷
に

溢
れ
て
い
る
の
と
対
照
的
に
、
ウ
ー
・
ヌ

の
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
国
政
の
混

乱
を
招
い
た
負
の
側
面
が
、
国
民
か
ら

の
人
気
を
奪
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
一
度
も
政
権
に
就
い
た
こ
と
の
な
い

「
無
傷
」
の
ア
ウ
ン
サ
ン
父
子
が
国
民
の

希
望
と
し
て
残
り
続
け
て
い
る
。

（
こ
じ
ま　

た
か
ひ
ろ
／
京
都
大
学
地
域

研
究
統
合
情
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セ
ン
タ
ー
・
研
究
員
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